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本道における総人口の減少が続く中、外国人の人口はコロナ禍の影響が大きかった

2021（令和３）年と 2022（令和４）年には減少したものの、コロナ禍が収束した 2023

（令和５）年には再び増加しており、2024（令和 6）年では 2022 年の 1.5 倍程度と

なっている。 

外国人人口の推移（北海道） 

 
総務省「住民基本台帳に基づく人口・人口動態及び世帯数」※各年の 1月 1 日人口  

  総人口に占める外国人人口の割合は、道全体で 2014（平成 26）年の 0.40％から

2024（令和６）年には 1.08％まで上昇している。また、市町村別に見ても、外国人

の割合が上昇している市町村の数が増えてきている。 

市町村別外国人人口割合の推移 

 
総務省「住民基本台帳に基づく人口・人口動態及び世帯数」より 

北海道総合政策部において作成 

６ 外国人の人口動向 
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また、2023（令和 5）年に転入超過であった道内の 46 市町村の内、21 市町村が

外国人の影響によって、転入超過となっている。 

外国人の影響による転入超過市町村 

（2023 年１～12 月） 

 
総務省「住民基本台帳に基づく人口・人口動態及び世帯数」 

 

  【外国人の転入理由】（上記市町村からの聴き取りによる） 

・観光業・宿泊業の雇用増加による外国人従業者の転入 

・農業、水産業、建設業、製造業等の外国人技能実習生受入による転入 

・近隣市町村で従事する外国人労働者の居住のための転入 

 

   


